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『外
全
集
』
の
逸
文
注
記
吉
田
昌
志
本
稿
は
、
岩
波
書
店
版
『
外
全
集
』
（
全
三
十
八
巻
、
昭
和
四
十
六
年
十
一
月
二
十
二
日
五
十
年
六
月
二
十
八
日
）
の
逸
文
と
思
わ
れ
る
も
の
六
種
の
紹
介
で
あ
る
。
今
後
新
版
全
集
が
刊
行
さ
れ
る
際
に
は
、
そ
の
校
訂
方
針
に
従
っ
た
本
文
が
収
録
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
今
回
は
掲
載
紙
誌
お
よ
び
単
行
本
の
本
文
を
そ
の
ま
ま
翻
字
し
て
、
こ
れ
に
注
記
を
加
え
る
、
と
い
う
体
裁
に
し
、
書
式
を
以
下
の
通
り
と
す
る
。
一
、
表
題
の
あ
と
に

典
拠

と
し
て
、
文
献
の
原
文
を
示
し
、

注
記

の
項
に
は
内
容
の
解
説
、
考
証
等
を
記
し
た
。
一
、
引
用
文
の
か
な
づ
か
い
は
、
原
文
の
ま
ま
と
し
、
字
体
を
概
ね
現
行
の
印
刷
文
字
に
改
め
、
読
解
に
必
要
な
ル
ビ
を
残
し
た
。
一
、
引
用
文
の
中
略
部
分
は
、
総
て
「（
…
）」
で
示
し
、
前
略
、
後
略
は
い
ち
い
ち
断
ら
な
か
っ
た
。
誤
記
誤
植
と
考
え
ら
れ
る
も
の
は
、
［
］
内
に
補
正
し
た
。
一
、
必
要
に
応
じ
て
、「
＊
」
の
あ
と
に
注
記
事
項
を
補
っ
た
。
一
、
文
中
の
敬
称
は
、
原
則
と
し
て
省
略
し
た
。
一
、『
全
集
』
は
右
『
外
全
集
』
を
、「
日
記
」
は
『
全
集
』
第
三
十
五
巻
収
録
の
日
記
を
、
そ
れ
ぞ
れ
指
す
。
■
1
外
博
士
と
語
る
（
上
）／
外
博
士
と
語
る
（
下
）
 典
拠
 「
新
愛
知
」
明
治
四
十
一
年
一
月
一
日
付
二
面
／
同
一
月
三
日
付
一
面
＊
署
名
「
愛
生
」（
上
）
文
豪
と
し
て
の
外

陸
軍
々
医
総
監
森
林
太
郎
氏
、
名
古
屋
師
団
に
於
け
る
医
務
視
察
と
し
て
来
名
せ
ら
れ
た
の
は
、
歳
末
の
二
十
九
日
で
あ
る
、
其
夕
先
生
の
蘊
蓄
を
叩
く
べ
く
腕
車
を
飛
ば
し
て
丸
文
旅
館
を
訪
ふ
た
。
女
中
の
案
内
を
受
け
て
樓
上
の
一
室
に
入
は
い
つ
て
見
る
と
先
生
泰
然
と
し
て
、
火
鉢
の
傍
に
座
て
ゐ
る
。
「
ど
う
ぞ
、
ど
う
ぞ
こ
ち
ら
へ
」
と
梅
花
一
点
先
生
の
笑
顔
は
開
か
れ
た
。
初
対
面
の
挨
拶
が
済
む
と
、
僕
は
先
づ
、
名
古
屋
に
於
け
る
歳
末
の
所
感
を
と
突
込
ん
で
見
た
。
先
生
温
か
な
る
笑
ひ
を
含
で
徐
ろ
に
唇
を
開 ひ
ら
いた
。
「
日
露
戦
争
の
こ
ろ
で
し
た
、
停
車
場
に
立
寄
つ
て
歓
迎
の
御
馳
走
を
頂
戴
し
た
こ
と
が
あ
る
、
け
れ
ど
市
街
ま
ち
に
入
つ
て
宿 と
泊 ま
る
こ
と
に
な
つ
た
の
は
今
度
が
始
―２―
学
苑
第
八
九
三
号
二
～
一
〇
（
二
〇
一
五
三
）
め
で
す
、
市
街
が
案
外
大
き
い
で
す
な
、
人
口
幾
万
で
す
か
、
四
十
万
に
近
い
と
申
し
ま
す
と
最 も
う
京
都
を
凌
駕
す
る
位
で
す
ね
、
一
体
土
地
の
形
勢
市
街
の
位
地
が
高
燥
な
上
に
曠 か
う

く
わ
つな
る
周
囲
は
樹
木
に
富
ん
で
ゐ
て
、
自
然
に
排
水
の
便
宜
が
備
は
つ
て
ゐ
ま
す
か
ら
、
市
民
の
衛
生
的
生
活
に
は
、
至
極
適
当
の
場
所
と
申
し
て
も
よ
い
で
せ
う
、
新
聞
の
数
は
幾
つ
で
す （マ
マ
）し
た
ね
新
愛
知
は
中
々
盛
大
で
あ
る
と
云
ふ
や
う
に
聞
い
て
居
ま
す
が
、
こ
の
地
方
で
十
万
の
発
行
高
…
…
…
地
方
新
聞
と
し
て
は
大
し
た
勢
力
で
す
ね
、
明
日
は
、
名
古
屋
名
物
の
鯱 し
や
ちを
見
ら
れ
る
と
云
ふ
と
こ
ろ
で
す
な
、
ハ
ハ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
、
鯱
と
云
へ
ば
名
古
屋
に
於
け
る
太
平
三
百
年
の
間
、
尾
参
の
平
原
を
看
下
み
お
ろし
て
、
勢
力
の
持
続
を
標
榜
し
て
居
る
の
で
あ
る
が
、
此
勢
力
の
裏
面
に
は
い
ろ

面
白
い
分
子
が
包
ま
れ
て
ゐ
る
だ
ら
う
と
思
ふ
、
漢
学
者
な
り
、
国
学
者
な
り
、
歌
の
名
人
な
り
、
俳
偕 （マ
マ
）の
名
人
な
り
、
世
に
知
ら
れ
な
い
名
家
が
何
処
へ
行
つ
て
も
、
一
人
や
二
人
潜
ん
で
居
る
も
の
だ
が
、
そ （マ
マ
）う
云
ふ
も
の
を
捜
し
出
し
て
、
世
に
紹
介
す
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
有
益
で
あ
り
、
又
興
味
の
あ
る
と
こ
で
、
今
時
分
の
青
み
の
あ
る
流
行
児
よ
り
は
価
値
の
あ
る
場
合
は
往
々
あ
る
も
の
で
す
、
お
若
い
方
々
と
い
ふ
も
の
は
何
ん
で
も
、
新
奇
新
奇
を
の
み
追
ひ
た
が
る
も
の
で
、
古
い
も
の
は
よ
く
も
あ
し
く
も
葬
つ
て
了
ふ
、
と
云
ふ
傾
き
で
す
、
成
程
古
い
と
か
、
時
世
に
合
は
な
い
と
か
云
ふ
嫌
い （マ
マ
）
が
あ
る
か
も
知
れ
ん
が
、
拾
ひ
あ
げ
て
研 み
がい
て
見
る
と
新
ら
し
く
な
る
も
の
で
す
、
ツ
マ
リ
拾
い （マ
マ
）あ
げ
て
新
生
命
を
噴
き
込
む
の
で
す
な
、
丁
度
崑
山
の
玉
が
彫
人
の
手
に
入
つ
て
燦
然
た
る
光
輝
を
発
す
る
と
同
じ
道
理
で
せ
う
な
」
一
語
一
語
、
舌
の
光
［
先
］
に
熱
が
加
は
つ
て
来
る
、
談
論
の
波
は
寄
せ
て
返
へ
す
海
の
波
の
や
う
、
次
第
次
第
に
高
潮
を
導
い
て
来
る
。
（
下
）
「
文
芸
で
す
か
、
そ
の
方
面
に
は
一
年
々
々
と
遠
ざ
か
つ
て
来
た
の
で
す
か
ら
、
今
で
は
と
ん
と
忘
れ
て
仕
舞
ひ
ま
し
た
」
と
、
笑
つ
て
烟
草
を
呑
み
か
け
る
、
僕
は
隙 す
かさ
ず
、
「
今
の
文
芸
は
十
年
前
に
比
較
し
て
ど
う
で
せ
う
」
と
尋
ね
た
。
先
生
の
唇
は
又
動
き
始
め
た
。
「

進
歩
し
た
か
、
ど
う
か
と
云
ふ
こ
と
は
別
問
題
と
し
て
、
昔
し
と
は
大
分
趣
き
が
変
つ
て
来
ま
し
た
ね
、
舞
台
も
変
り
、
役
者
も
変
り

そ
し
て
新
し
い
役
者
が
沢
山
出
来
て
、
新
生
面
を
開
い
て
ゐ
る
や
う
で
す
、
前
世
紀
に
属
し
た
私 わた
く
し共 ど
もで
は
、
も
う
批
評
の
資
格
が
あ
り
ま
せ
ん
ね

私
ど
も
ゝ
昔
は
な
か

活
や動
つ
た
も
の
で
す
「
し
が
ら
み
草
紙
」
を
舞
台
に
し
ま
し
て
…
…
…
」
懐
旧
の
情
に
動
か
さ
れ
た
で
あ
ら
う
、
一
種
の
感
慨
に
打
た
れ
た
も
の
ゝ
よ （マ
マ
）う
、
し
ば
し
口
を
閉
鎖
つ
ぐ
ん
で
。
「
近
来
は
読
書
も
や
り
ま
せ
ん
し
、
創
作
も
評
論
も
ま
る
で
廃
業
で
す
、
従
来
の
関
係
か
ら
し
て
、
何
で
も
よ
い
か
ら
と
、
随
分
強
請
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
一
々
御
断
り
し
て
ゐ
ま
す
、
早
朝
か
ら
役
所
へ
出
掛
け
る
、
遅
く
帰
る
、
帰
つ
て
か
ら
も
調
べ
物
が
あ
る
と
い
ふ
風
で
、
全
く
時
間
が
許
し
ま
せ
ん
、
勿
論
医
務
及
衛
生
に
関
す
る
も
の
は
職
務
上
の
必
要
か
ら
、
寸
暇
を
利
用
し
て
読
み
ま
す
け
れ
ど
も
…
…
君
は
早
稲
田
の
何
科
を
修 や
り
ま
し
た
ね
、
僕
も
早
稲
田
に
籍
を
持
つ
て
ゐ
ま
す
、
だ
が
本
職
の
方
が
忙
し
い
の
で
滅
多
に
出
ま
せ
ん
、
逍
遙
君
と
は
久
し
い
こ
と

ひ
ま
せ
ん
、
こ
の
ご
ろ
は
演
劇
の
改
良
に
大
分
御
執
心
の
や
う
で
す
が
、
早
稲
田
文
學
時
代
の
素
晴
し
い
元
気
は
な
い
や
う
で
す
な
…
…
俳
句
で
す
か
、
エ
ラ
イ
人
も
ポ
ツ

出
て
来
る
や
う
で
す
け
れ
ど
、
マ
ア
根
岸
派
で
せ
う
な
、
子
規
君
が
―３―
死 な
く
な
つ
た
と
し
て
も
、
根
本
［
岸
］
派
は
ど
こ
ま
で
も
俳
界
の
重
鎮
で
す
な
、
勿
論
今
の
と
こ
ろ
は
六
国
対
立
の
姿
で
、
統
一
を
欠
い
て
居
る
や
う
で
す
け
れ
ど
、
そ
れ
は
エ
ラ
イ
人
が
居
ら
ん
か
ら
で
は
な
い
、
多
い
か
ら
だ
と
思
い （マ
マ
）ま
す

」
話
題
は
一
転
し
て
医
術
界
に
入
つ
た
。
「
同
じ
外
科
術
と
申
し
ま
し
て
も
、
普
通
開
業
医
と
軍
医
と
は
趣
き
が
異 ち
が
い （マ
マ
）ま
す
、
普
通
の
外
科
術
は
個
人
々
々
に
つ
い
て
特
殊
の
研
究
を
要
し
、
随
つ
て
特
殊
の
改
良
進
歩
を
見
る
の
で
あ
る
け
れ
ど
、
軍
医
界
の
外
科
術
に
な
る
と
特
殊
の
研
究
は
要
ら
な
い
、
摸
型
か
た
の
研
究
に
な
り
ま
す
、
陶
器
の
摸
型
と
同
じ
や
う
に
、
摸
型
が
進
歩
す
れ
ば
、
取
り
も
直
さ
す （マ
マ
）治
術
の
進
歩
を
見
る
の
で
す
、
各
国
の
治
術
を
比
較
し
て
、
何
処
が
一
番
進
歩
し
て
ゐ
る
か
と
申
し
ま
し
て
も
、
余
り
差
等
を
認
め
る
こ
と
は
出
来
な
い
で
せ
う
、
何
故
か
と
言
ふ
と
、
戦
争
の
起
る
毎
に
治
療
法
が
進
歩
す
る
、
進
歩
す
れ
ば
其
摸
型
を
学
ぶ
、
各
国
が
競
ふ
て
改
良
進
歩
に
注
意
を
用
ゆ
る
の
で
す
か
ら
、
治
術
の
進
歩
は
殆
ど
世
界
共
通
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
の
で
す
、
勿
論
多
少
の
違
ひ
は
あ
る
で
せ
う
け
れ
ど

」
時
間
は
経
て
ど
も
話
は
盡
き
な
い
、
先
生
は
終
日
の
旅
行
た
び
に
疲 つ
労 か
れ
て
ゐ
る
な （マ
マ
）ら
し
い
、
落
着
き
は
ら
つ
て
先
生
を
煩
は
す
も
心
な
き
次
第
と
、
再
会
を
約
し
て
別
れ
を
告
げ
た
。（
愛
生
）
 注
記

「
日
記
」
明
治
四
十
一
年
一
月
一
日
の
項
に
「
新
年
を
加
賀
国
山
代
の
温
泉
宿
蔵
屋
に
迎
ふ
。
是
よ
り
先
明
治
四
十
年
十
二
月
二
十
九
日
午
前
八
時
汽
車
に
て
東
京
を
出
立
ち
、
午
後
四
時
名
古
屋
に
到
り
着
き
て
、
丸
文
と
い
ふ
家
に
宿
り
ぬ
。
三
十
日
名
古
屋
の
兵
営
病
院
を
観
つ
。
三
十
一
日
午
前
名
古
屋
を
立
ち
て
、
午
後
大
聖
寺
に
着
き
、
夕
に
此
山
代
に
は
来
ぬ
る
な
り
け
り
。」
と
あ
る
。
三
日
も
大
聖
寺
に
在
っ
た
の
で
、
お
そ
ら
く
「
新
愛
知
」
の
記
事
を
目
に
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
こ
の
各
地
兵
営
病
院
の
視
察
は
、
浜
寺
、
善
通
寺
、
大
阪
と
続
き
、
十
日
に
夜
汽
車
に
乗
っ
た
が
、
そ
の
「
東
京
へ
帰
る
汽
車
の
中
で
弟
の
死
を
報
ず
る
電
報
を
受
取
つ
た
」
（
森
於
菟
「

外
の
母
」
『
森
外
』
養
徳
社
、
昭
和
二
十
一
年
七
月
二
十
日
）。
「
日
記
」
十
日
の
項
に
「
弟
篤
二
（
マ
マ
）郎
耳
科
院
に
歿
す
。
」
と
あ
る
の
は
こ
の
た
め
で
あ
る
。
次
弟
篤
次
郎
（
享
年
四
十
三
。
筆
名
三
木
竹
二
）
の
病
理
解
剖
に
立
合
う
た
め
医
科
大
学
に
赴
い
た
外
は
解
剖
室
で
卒
倒
す
る
ほ
ど
憔
悴
し
て
い
た
。
篤
次
郎
の
死
の
前
後
に
つ
い
て
は
、
雑
誌
「
歌
舞
伎
」
を
支
え
た
彼
の
畏
友
伊
原
青
々
園
の
『
続
団
菊
以
後
』
（
相
模
書
房
、
昭
和
十
二
年
七
月
十
三
日
）
に
も
詳
し
い
。
談
話
の
分
量
は
必
ず
し
も
多
く
な
い
が
、
記
者
の
質
問
に
応
じ
、
初
め
て
宿
泊
す
る
名
古
屋
の
地
の
風
致
に
は
じ
ま
り
、
文
芸
界
か
ら
医
術
界
ま
で
、
多
岐
に
わ
た
る
内
容
を
も
っ
て
い
る
。
記
者
の
「
愛
生
」
は
早
稲
田
の
出
身
ら
し
い
が
、
そ
の
姓
名
を
詳
か
に
し
な
い
。
■
2
書
簡
明
治
四
十
一
年
二
月
四
日
付
木
全
文
六
宛
 典
拠
 「
森
外
博
士
の
愛
情
」
（「
名
古
屋
新
聞
」
明
治
四
十
一
年
二
月
九
日
付
三
面
）
県
下
中
島
郡
一
宮
町
大
字
一
宮
二
百
二
十
六
番
戸
陸
軍
二
等
看
護
長
勲
七
等
木 き
全 ま
た
国
三
郎
氏
は
日
露
の
役
清
国
盛
京
省
甘
泉
堡
か
ん
せ
ん
ほ
の
戦
争
に
於
て
左
胸
部
砲
傷
性
打
撲
を
受
け
し
が
原
因
に
て
去
月
二
十
六
日
遂
に
不
帰
の
客
と
な
れ
り
其
父
文
六
氏
死
者
が
出
征
第
二
軍
々
医
部
附
と
し
て
時
の
軍
医
部
長
た
り
し
森
外
博
士
（
現
今
陸
軍
省
医
務
局
長
、
陸
軍
々
医
総
監
）
の
徳
望
を
深
く
感
銘
し
其
部
下
た
り
し
を
甚
だ
面
目
と
せ
し
を
追
想
し
死
亡
の
旨
を
報
ず
る
や
翌
日
左
記
の
書
を
寄
せ
哀
悼
の
意
を
表
さ
る
遺
族
歓
喜
し
憂
悶
を
忘
れ
し
死
者
も
亦
欣
然
と
し
て
地
下
に
冥
す
べ
け
ん
滔
々
と
し
て
冷
淡
軽
薄
の
世
に
外
氏
の
濃
厚
な
る
情
愛
掬
す
べ
き
な
り
賢
息
国
三
郎
殿
事
永
々
御
病
気
之
処
療
養
其
効
な
く
遂
に
御
長
逝
被
遊
候
趣
御
追
報
に
接
し
驚
き
入
候
曾
て
従
軍
中
は
同
輩
に
て
精
勤
の
誉
高
か
り
し
に
不
幸
二
竪
［
豎
カ
］
の
奪
ふ
所
と
相
成
候
段
遺
憾
尠
不
御
一
族
定
め
て
御
愁
哀
の
―４―
御
事
と
推
察
仕
候
右
不
取
敢
哀
悼
の
情
を
表
し
度
早
々
敬
具
二
月
四
日
森
林
太
郎
木
全
文
六
殿
 注
記

「
日
記
」
明
治
四
十
一
年
二
月
四
日
の
項
に
「
書
を
遣
し
て
看
護
長
木
全
国
三
郎
を
弔
す
。
」
と
記
さ
れ
て
い
る
、
そ
の
「
書
」
の
全
文
で
あ
る
。
な
お
、
翌
五
日
に
「
夕
に
不
律
死
す
。
」
と
あ
る
ご
と
く
、
木
全
の
弔
文
を
認
め
た
翌
日
に
は
、
前
月
の
弟
篤
次
郎
に
続
き
、
次
男
不
律
（
生
後
七
か
月
目
）
を
喪
う
こ
と
と
な
っ
た
。
木
全
の
生
地
「
中
島
郡
一
宮
町
」
は
愛
知
県
西
部
に
位
置
し
、
明
治
二
十
二
年
十
月
一
日
一
宮
村
と
一
色
村
が
合
し
て
町
と
な
り
、
大
正
十
年
九
月
一
日
に
一
宮
市
と
な
っ
て
、
周
辺
の
町
村
を
合
併
し
現
在
に
至
る
。
木
全
国
三
郎
が
負
傷
し
た
「
甘
泉
堡
」
は
満
洲
海
城
の
北
東
約
二
十
㎞
の
地
。
戦
史
に
よ
る
と
、
い
わ
ゆ
る
遼
陽
会
戦
の
緒
戦
、
明
治
三
十
七
年
八
月
二
十
五
日
に
海
城
を
発
し
て
遼
陽
を
め
ざ
し
た
第
二
軍
が
、
翌
二
十
六
日
に
か
け
て
、
北
方
に
退
却
す
る
ロ
シ
ア
軍
を
追
撃
し
た
際
の
経
路
に
当
り
、
途
次
「
少
数
ノ
敵
ヲ
駆
逐
シ
」
た
と
あ
る
（
参
謀
本
部
編
纂
『
明
治
卅
七
八
年
日
露
戦
史
』
第
三
巻
、
東
京
偕
行
社
、
大
正
元
年
十
二
月
十
日
）。
あ
た
か
も
従
軍
中
に
高
熱
を
発
し
海
城
兵
站
病
院
に
入
院
し
て
い
た
田
山
花
袋
は
、
看
護
卒
の
「
甘
泉
堡
に
は
大
し
た
戦
争
は
無
か
つ
た
相
で
す
」
と
の
言
葉
を
『
第
二
軍
従
征
日
記
』
（
博
文
館
、
明
治
三
十
八
年
一
月
二
十
三
日
）
に
記
し
て
い
る
が
、
も
と
よ
り
負
傷
者
が
皆
無
で
あ
る
は
ず
も
な
か
っ
た
。
同
文
中
に
は
、
発
病
後
の
「
自
分
に
限
り
な
き
恩
恵
を
賜
つ
た
の
は
、
外
先
生
で
あ
る
。
先
生
は
自
分
の
病
状
を
聞
い
て
、
い
ろ

懇
切
に
世
話
を
し
て
下
さ
れ
た
ば
か
り
で
は
な
く
、
離
れ
て
居
て
は
、
病
状
が
よ
く
解
ら
ぬ
か
ら
、
軍
医
部
に
来
て
寝
て
居
れ
と
言
つ
て
下
さ
れ
た
」
、
そ
の
外
の
好
意
に
甘
え
て
、
六
月
十
八
日
午
後
軍
医
部
へ
移
り
、
翌
日
兵
站
病
院
に
入
院
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
『
う
た
日
記
』
（
春
陽
堂
、
明
治
四
十
年
九
月
十
五
日
）
に
は
「
明
治
三
十
七
年
八
月
二
十
八
日
於
甘
泉
鋪
慈
化
寺
」
と
題
し
て
「
白
茄
子
を
羞 す
す
む
る
行
ち
童 ご
の
う
つ
く
し
き
」
「
脚
赤
き
鳩
ぬ
れ
羽
ほ
す
釈
堂
に
浅
葱
衣
の
ち
ご
を
め
で
に
き
」
の
句
歌
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
日
付
か
ら
し
て
第
二
軍
の
前
衛
は
甘
泉
堡
か
ら
北
方
約
二
十
五
㎞
の
沙
河
に
達
し
て
い
た
時
点
で
の
詠
で
あ
る
。
■
3
書
簡
明
治
四
十
三
年
三
月
四
日
付
東
京
俳
優
学
校
宛
 典
拠

田
中
栄
三
『
新
劇
そ
の
昔
』
（
文
藝
春
秋
新
社
、
昭
和
三
十
二
年
十
月
三
十
日
）
＊「
千
朶
山
房
の
森
外
先
生
」
の
一
節
。
133

134頁
。
森
外
先
生
は
そ
の
頃
陸
軍
軍
医
総
監
で
、
陸
軍
省
の
医
務
局
長
を
や
つ
て
い
ら
れ
た
。
そ
れ
故
坪
内
博
士
の
よ
う
に
、
新
劇
運
動
の
実
際
面
に
関
係
は
な
さ
ら
な
か
つ
た
が
、
数
多
く
の
翻
訳
戯
曲
を
発
表
さ
れ
て
、
新
劇
運
動
の
始
ま
る
数
年
前
か
ら
、
新
劇
の
行
く
べ
き
方
向
を
指
示
し
て
下
す
つ
た
。
（
…
）
外
先
生
の
翻
訳
戯
曲
で
最
初
に
上
演
さ
れ
た
の
は
自
由
劇
場
の
「
ボ
ル
ク
マ
ン
」
だ
つ
た
。
（
四
十
二
年
十
一
月
）
二
回
目
の
上
演
は
私
達
の
東
京
俳
優
学
校
の
第
三
回
試
演
会
（
四
十
三
年
四
月
二
日
有
楽
座
）
で
、
ヘ
ル
マ
ン
バ
ア
ル
の
「
奥
底
」
だ
つ
た
。
こ
の
時
は
最
初
に
同
じ
「
一
幕
物
」
の
中
に
出
て
い
る
シ
ョ
ル
ツ
の
「
我
君
」
を
上
演
す
る
予
定
で
、
稽
古
に
か
か
つ
て
か
ら
先
生
の
と
こ
ろ
へ
、
お
許
し
を
得
た
い
と
い
う
手
紙
を
出
し
た
。
と
こ
ろ
が
先
生
か
ら
次
の
よ
う
な
御
返
事
を
頂
い
た
。
「
拝
誦
仕
候
。
然
処
『
我
君
』
は
一
面
に
革
命
を
順
潮
に
導
き
得
る
と
云
ふ
思
想
あ
る
と
共
に
、
一
面
に
は
然
ら
ざ
る
と
き
は
革
命
と
な
る
と
云
ふ
思
想
あ
る
も
の
に
候
故
、
読
物
と
し
て
は
大
な
る
妨
害
な
し
と
雖
も
、
公
開
試
演
は
其
筋
に
故
障
可
有
之
か
と
存
じ
候
。
右
は
御
中
止
可
然
此
段
御
返
事
申
上
候
。
（
明
治
四
十
三
年
）
三
月
四
日
。
森
林
太
郎
。
東
京
俳
優
学
校
御
中
」
―５―
 注
記

「
日
記
」
明
治
四
十
三
年
三
月
四
日
の
項
に
は
「
中
耳
炎
増
悪
し
。
神
経
過
敏
に
な
り
し
た
め
に
や
、
石
本
中
将
新
六
と
衝
突
す
。
幸
に
事
な
き
こ
と
を
得
て
退
出
す
。
」
と
あ
る
が
、
田
中
宛
書
簡
の
こ
と
は
出
て
い
な
い
。
翌
五
日
に
は
「
桟
橋
」
（
「
三
田
文
学
」
創
刊
号
、
明
治
四
十
三
年
五
月
一
日
）
の
素
材
と
な
っ
た
亀
井
茲
常
の
洋
行
を
見
送
る
た
め
横
浜
に
赴
い
て
い
る
。
典
拠
の
著
者
田
中
栄
三
（
明
治
十
九
年
十
一
月
三
日
生
、
昭
和
四
十
三
年
六
月
十
三
日
歿
、
享
年
八
十
三
）
は
、
東
京
日
本
橋
兜
町
生
れ
。
国
民
英
学
会
英
文
学
科
卒
業
後
、
同
校
講
師
を
経
て
、
東
京
俳
優
学
校
（
後
述
）
の
第
一
期
生
と
な
り
、
新
劇
俳
優
と
し
て
舞
台
に
活
躍
し
た
が
、
大
正
六
年
日
活
向
島
撮
影
所
に
入
り
、
自
作
シ
ナ
リ
オ
を
監
督
し
て
「
京
屋
襟
店
」
（
十
一
年
）
の
名
作
を
産
ん
だ
。
日
活
退
社
後
は
、
日
本
映
画
俳
優
学
校
の
講
師
を
務
め
る
か
た
わ
ら
シ
ナ
リ
オ
を
執
筆
、
戦
後
再
び
俳
優
に
復
帰
、
外
原
作
豊
田
四
郎
監
督
の
「
雁
」
（
大
映
東
京
製
作
昭
和
二
十
八
年
九
月
封
切
）
で
は
、
お
玉
（
高
峰
秀
子
）
の
父
親
役
を
演
じ
た
。
田
中
の
『
映
画
演
技
読
本
』
（
映
画
世
界
社
、
昭
和
二
十
八
年
八
月
一
日
）
の
口
絵
に
は
「
撮
影
現
場
か
ら

」
と
題
し
て
、
主
演
高
峰
秀
子
を
中
心
と
す
る
「
雁
」
撮
影
中
の
七
枚
の
ス
ナ
ッ
プ
写
真
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
谷
崎
潤
一
郎
、
久
保
田
万
太
郎
の
序
を
持
つ
『
新
劇
そ
の
昔
』
は
、
「
東
京
新
聞
」
夕
刊
連
載
（
昭
和
三
十
一
年
十
一
月
十
五
日
十
二
月
三
十
一
日
、
各
五
面
。
十
二
月
三
十
日
三
十
一
日
の
み
四
面
。
全
四
十
七
回
）
の
文
に
加
筆
、
「
新
劇
以
前
の
新
運
動
」
「
新
劇
の
温
床
発
芽
時
代
」
「
輝
か
し
き
新
劇
の
発
足
」
「
新
劇
の
簇
出
と
新
劇
全
盛
時
代
」
「
衰
退
期
の
新
劇
運
動
」
の
各
章
か
ら
な
る
体
験
的
自
伝
的
新
劇
史
で
あ
る
。
外
の
書
簡
を
含
む
「
千
朶
山
房
の
森
外
先
生
」
は
「
新
劇
の
簇
出
と
新
劇
全
盛
時
代
」
中
の
書
下
し
部
分
。
本
簡
の
宛
先
と
な
っ
た
「
東
京
俳
優
学
校
」
の
こ
と
は
、
本
書
に
先
立
ち
『
女
優
漫
談
』
（
聚
英
閣
、
昭
和
二
年
十
二
月
二
十
日
）
に
収
め
る
「
俳
優
学
校
の
話
」
で
も
語
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
川
上
貞
奴
の
作
っ
た
「
帝
国
女
優
養
成
所
」
（
明
治
四
十
一
年
九
月
授
業
開
始
、
の
ち
四
十
二
年
七
月
帝
国
劇
場
附
属
技
芸
学
校
と
改
む
）
に
続
く
、
男
優
の
養
成
所
と
し
て
川
上
音
二
郎
一
座
の
副
将
、
新
派
俳
優
の
藤
澤
浅
二
郎
が
開
い
た
「
東
京
俳
優
養
成
所
」
を
四
十
三
年
三
月
に
改
称
し
た
も
の
。
「
川
上
音
二
郎
が
、
女
優
は
貞
奴
の
方
で
養
成
す
る
か
ら
、
君
の
方
は
男
だ
け
養
成
し
ろ
と
、
藤
澤
校
長
に
申
込
ん
だ
の
で
、
女
優
志
願
者
は
入
学
さ
せ
な
か
つ
た
」
（
『
新
劇
そ
の
昔
』
29頁
）
と
あ
る
。
二
つ
の
俳
優
養
成
所
は
、
お
そ
ら
く
川
上
音
二
郎
の
発
意
に
基
づ
き
、
女
優
を
夫
人
の
貞
奴
に
、
男
優
を
股
肱
の
藤
澤
に
受
け
持
た
せ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
後
発
の
文
芸
協
会
の
演
劇
研
究
科
（
四
十
二
年
九
月
創
設
）
が
男
女
の
入
学
を
許
し
て
い
た
た
め
、
東
京
俳
優
学
校
も
追
っ
て
「
女
優
生
徒
募
集
」
を
行
っ
た
（
「
読
売
新
聞
」
明
治
四
十
三
年
十
月
二
十
八
日
付
一
面
「
広
告
」）
が
、
入
学
者
は
無
か
っ
た
。
同
校
は
神
楽
坂
上
に
あ
っ
た
高
等
演
芸
館
（
牛
込
区
袋
町
三
番
地
。
も
と
寄
席
の
和 わ
良 ら
店 だ
な
）
を
教
場
と
し
、
事
務
を
新
派
俳
優
組
合
事
務
所
（
本
郷
区
湯
島
六
丁
目
十
六
番
地
、
藤
澤
の
自
宅
）
内
に
置
い
た
。
四
十
一
年
十
一
月
二
十
八
日
の
開
所
式
の
記
念
写
真
が
、
田
中
著
『
明
治
大
正
新
劇
史
資
料
』
（
演
劇
出
版
社
、
昭
和
三
十
九
年
十
二
月
一
日
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
新
聞
広
告
の
住
所
は
牛
込
（
区
）
袋
町
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
外
書
簡
の
宛
先
も
牛
込
で
あ
る
公
算
が
大
き
い
。
俳
優
養
成
所
は
高
等
演
芸
館
で
、
四
十
二
年
四
月
二
十
四
日
二
十
五
日
に
最
初
の
試
演
会
（
山
崎
紫
紅
「
日
蓮
雨
乞
」
、
佐
野
天
聲
「
賢
き
人
」
、
ゲ
オ
ル
ゲ
エ
ン
ゲ
ル
作
、
吉
田
白
甲
訳
「
革
命
の
鐘
」）
を
行
っ
た
が
、
こ
れ
は
自
由
劇
場
の
試
演
よ
り
半
年
以
上
も
早
い
公
演
だ
っ
た
。
新
派
の
後
継
者
を
作
る
つ
も
り
で
開
い
た
こ
の
養
成
所
は
、
演
技
指
導
の
講
師
小
山
内
薫
と
桝
本
清
の
感
化
に
よ
っ
て
生
徒
が
み
な
新
劇
を
志
す
よ
う
に
な
っ
た
結
果
、
生
徒
に
よ
る
試
演
会
で
も
翻
訳
戯
曲
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
『
一
幕
物
』
（
易
風
社
、
明
治
四
十
二
年
六
月
十
日
）、
『
続
一
幕
物
』
（
同
、
四
十
三
年
一
月
十
日
）
の
著
書
を
も
つ
外
へ
の
許
可
願
い
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
当
初
上
演
予
定
の
「
我
君
」
は
、
若
く
し
て
父
祖
の
位
を
襲
っ
た
国
王
に
対
し
、
侍
講
の
ド
ク
ト
ル
ベ
ル
ヒ
が
治
国
内
の
「
潜
め
る
潮
流
」
の
存
在
を
説
き
、
革
命
の
恐
る
べ
き
こ
と
を
―６―
暗
示
す
る
、
と
い
う
内
容
（
田
中
栄
三
『
近
代
劇
精
通
』
山
書
店
、
大
正
二
年
十
二
月
十
日
、
を
参
照
）。
外
は
翻
訳
の
初
出
「
歌
舞
伎
」
（
九
十
号
、
明
治
四
十
年
十
月
一
日
）
の
前
書
で
「
現
存
象
徴
派
作
者
の
一
人
ヰ
ル
ヘ
ル
ム
フ
オ
ン
シ
ヨ
ル
ツ
」
を
紹
介
、
「
象
徴
が
大
分
六
ケ
敷
く
出
来
て
居 を
る
」
中
に
あ
っ
て
、
「
此
処
に
訳
し
て
見
る
我
君
と
い
ふ
の
は
、
こ
の
人
の
作
と
し
て
は
全 ま
るで
風 ふ
う変 が
は
りで
、
極 ご
く解 わ
かり
能 よ
く
出
来
て
居 を
る
」
と
し
て
い
る
。
金
子
幸
代
氏
は
「
歌
舞
伎
」
誌
上
に
載
っ
た
翻
訳
戯
曲
二
十
二
作
中
、
十
五
作
が
上
場
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
欧
州
の
「
若
い
劇
作
家
の
戯
曲
を
意
欲
的
に
取
り
上
げ
た
の
は
、
同
時
代
の
新
し
い
演
劇
の
動
向
を
敏
感
に
選
び
と
っ
て
未
来
に
育
っ
て
い
く
日
本
の
若
い
新
劇
界
へ
の
は
な
む
け
と
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
ろ
う
。
」
（
『
外
と
近
代
劇
』
大
東
出
版
社
、
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
）
と
の
理
解
を
示
し
て
い
る
。
六
年
前
の
同
じ
「
歌
舞
伎
」
誌
上
（
二
十
七
二
十
八
号
、
明
治
三
十
五
年
八
月
一
日
九
月
一
日
）
に
「
俳
優
学
校
の
必
要
を
論
ず
」
の
指
針
を
示
し
た
こ
と
を
ふ
ま
え
る
な
ら
ば
、
こ
の
東
京
俳
優
学
校
の
試
演
会
に
与
え
た
翻
訳
使
用
の
許
可
は
、
た
し
か
に
「
日
本
の
若
い
新
劇
界
へ
の
は
な
む
け
」
に
ち
が
い
な
い
。
し
か
し
、
「
我
君
」
の
「
極
解
り
能
く
出
来
て
居
る
」
ゆ
え
に
、
「
革
命
」
を
モ
テ
ィ
ー
フ
と
す
る
本
作
の
公
演
が
検
閲
に
触
れ
る
の
を
危
惧
し
て
「
中
止
可
然
」
と
の
勧
告
を
し
た
経
緯
は
、
翻
訳
提
供
と
上
演
と
の
間
に
横
た
わ
る
「
溝
」
を
示
す
も
の
と
し
て
、
右
の
金
子
氏
の
理
解
に
い
さ
さ
か
の
綾
を
加
え
る
こ
と
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
■
4
書
簡
明
治
四
十
三
年
三
月
十
六
日
付
東
京
俳
優
学
校
宛
カ
 典
拠

田
中
栄
三
『
新
劇
そ
の
昔
』
（
文
藝
春
秋
新
社
、
昭
和
三
十
二
年
十
月
三
十
日
）
＊「
千
朶
山
房
の
森
外
先
生
」
の
一
節
。
134頁
。
前
項
に
続
く
部
分
。
こ
う
い
う
御
注
意
を
頂
い
た
の
で
、
早
速
演
技
指
導
受
持
の
桝
本
清
氏
と
相
談
し
て
、「
奥
底
」
に
搗 つ
き
代
え
る
こ
と
に
し
た
。
重
ね
て
先
生
へ
お
願
い
し
た
ら
、
「
奥
底
な
ら
ば
ど
こ
か
ら
も
尻
の
来
ぬ
こ
と
受
合
に
御
座
候
。
三
月
十
六
日
。
森
林
太
郎
。」
と
い
う
は
が
き
の
御
返
事
を
頂
い
た
。
 注
記

「
日
記
」
の
三
月
十
五
日
の
項
に
「
東
京
俳
優
学
校
奥
底
を
興
行
せ
ん
こ
と
を
乞
ふ
。
許
す
。
」
と
あ
る
が
、
典
拠
に
「
十
六
日
」
と
あ
る
の
で
こ
れ
に
従
っ
た
。
前
項
に
も
記
し
た
よ
う
に
、
東
京
俳
優
養
成
所
が
東
京
俳
優
学
校
と
改
称
し
た
、
そ
の
披
露
公
演
が
第
三
回
試
演
会
で
、
田
中
『
明
治
大
正
新
劇
史
資
料
』
（
前
出
）
に
拠
れ
ば
、
有
楽
座
で
の
公
演
は
明
治
四
十
三
年
四
月
二
日
三
日
の
両
日
、
午
後
六
時
開
演
、
演
目
は
一
	「
帰
農
」
（
鈴
木
鼓
村
作
演
技
指
導
市
川
高
麗
蔵
）、
二
	「
奥
底
」
（
ヘ
ル
マ
ン
バ
ア
ル
作
、
森
外
訳
舞
台
監
督
桝
本
清
）、
三
	「
砂
時
計
」
（
イ
エ
エ
ツ
作
小
山
内
薫
訳
並
び
に
舞
台
監
督
）、
四
	「
三
等
病
室
」
（
浅
葉
卓
作
演
技
指
導
藤
澤
浅
二
郎
）
の
四
作
、
い
ず
れ
も
一
幕
物
で
あ
っ
た
。
本
作
の
梗
概
は
、
田
中
が
外
の
梗
概
原
稿
の
提
供
を
得
て
出
版
し
た
前
記
『
近
代
劇
精
通
』
に
、
女
に
深
き
性
分
あ
り
と
い
ふ
こ
と
を
信
ぜ
ざ
る
エ
ル
ヰ
ン
ル
ス
と
い
ふ
学
士
、
久
し
く
交
れ
る
音
楽
の
女
教
師
ヘ
レ
エ
ネ
ド
ラ
ハ
を
家
に
招
き
お
き
て
、
女
に
深
き
性
分
あ
り
と
い
ふ
こ
と
を
信
ず
る
学
士
仲
間
の
レ
オ
リ
ン
ゼ
ル
に
応
接
せ
し
め
、
女
靡
か
ば
レ
オ

に
輸 （ま
）け
、
女
を
贏 （か
）ち
得
べ
く
、
靡
か
ず
ば
エ
ル
ヰ
ン

に
輸
け
、
女
を
維
持
せ
ん
と
約
す
。
兼
て
よ
り
エ
ル
ヰ
ン
の
軽
薄
を
厭
へ
る
女
レ
オ
に
従
ひ
て
去
る
。
と
出
て
い
る
。
こ
の
梗
概
は
外
筆
と
し
て
『
全
集
』
第
二
十
六
巻
の
「
戯
曲
梗
概
四
十
七
種
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
配
役
は
、
主
人
公
学
士
エ
ル
ヰ
ン
ル
ス
＝
田
中
栄
三
、
僕
ヨ
ハ
ン
＝
奈
良
重
三
郎
、
客
、
学
士
レ
オ
リ
ン
ゼ
ル
＝
稲
垣
菊
次
郎
、
娘
ヘ
レ
エ
ネ
＝
近
藤
主 ち
か弥 ら
、
で
あ
っ
た
。
■
5
書
簡
大
正
二
年
二
月
二
十
日
付
田
中
栄
三
宛
 典
拠

田
中
栄
三
『
新
劇
そ
の
昔
』
（
文
藝
春
秋
新
社
、
昭
和
三
十
二
年
十
月
三
十
日
）
―７―
＊「
千
朶
山
房
の
森
外
先
生
」
の
一
節
。
136頁
。
こ
の
頃
外
先
生
に
何
か
翻
訳
を
お
願
い
に
出
た
の
で
、
先
生
か
ら
次
の
よ
う
な
お
葉
書
を
頂
い
て
い
る
ん
だ
が
ど
う
に
も
思
い
出
せ
な
い
。
「
拝
呈
、
今
日
脚
本
二
つ （マ
マ
）共
一
読
イ
タ
シ
候
処
、
随
分
不
愉
快
ナ
ル
モ
ノ
ニ
有
之
候
。
ソ
レ
ニ
テ
モ
上
場
御
希
望
ニ
候
哉
。
二
十
一
日
午
前
カ
、
二
十
二
日
午
前
に
（
マ
マ
）一
寸
御
尋
被
下
度
候
。
（
大
正
二
年
）
二
月
二
十
日
。
陸
軍
省
ニ
テ
森
林
太
郎
。
下
渋
谷
伊
達
跡
、
田
中
栄
三
殿
。
」
と
し
て
あ
る
。
無
論
御
指
定
の
時
間
に
伺
つ
て
、
本
の
内
容
も
話
し
て
頂
い
た
と
思
う
の
だ
が
、
そ
れ
が
何
の
本
か
思
い
出
せ
な
い
の
で
申
訳
な
く
思
つ
て
い
る
。
 注
記

「
日
記
」
の
三
月
十
九
日
の
項
に
「
田
中
栄
三
来
訪
す
。
S
trin
d
b
erg
の
一
幕
物
一
つ
訳
し
て
与
ふ
る
こ
と
を
約
す
。
」
と
あ
り
、
翌
二
十
日
に
「
脚
本
の
事
に
つ
き
て
、
田
中
栄
三
に
書
を
遣
る
。」
と
あ
る
の
が
本
簡
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
『
全
集
』
第
二
十
六
巻
の
「
後
記
」
に
は
「
ス
ト
リ
ン
ド
ベ
ル
ク
の
戯
曲
と
は
大
正
三
年
『
歌
舞
伎
』
誌
上
に
発
表
さ
れ
た
稲
妻
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
「
稲
妻
」
は
大
正
三
年
一
月
五
月
の
発
表
、
そ
れ
か
ら
二
年
後
に
帝
国
劇
場
で
上
演
さ
れ
た
際
、
田
中
は
そ
の
主
役
の
主
人
役
を
つ
と
め
て
い
る
が
、
時
日
に
相
当
な
開
き
が
あ
る
。
ま
た
、
『
近
代
劇
精
通
』
に
収
め
ら
れ
た
も
の
の
う
ち
、
ス
ト
リ
ン
ド
ベ
ル
ク
の
一
幕
物
で
外
自
筆
の
梗
概
が
あ
っ
て
、
翻
訳
の
無
い
も
の
は
「
熱
風
」
と
「
紐
」
で
あ
る
が
、
こ
の
二
作
が
外
書
簡
中
の
「
脚
本
二
つ
」
に
相
当
す
る
も
の
か
、
特
定
す
る
に
至
ら
な
い
。
な
お
『
新
劇
そ
の
昔
』
に
は
、
外
訳
「
幽
霊
」
の
本
文
の
表
記
に
つ
い
て
の
言
及
が
あ
る
た
め
、
左
に
引
用
し
て
お
く
。
そ
の
頃
「
幽
霊
」
の
翻
訳
が
な
か
つ
た
の
で
、
森
外
先
生
に
お
願
い
し
た
ら
、
鈴
木
春
浦
君
の
筆
記
で
か
四
晩
で
口
訳
し
て
下
す
つ
た
。
第
一
幕
の
最
初
の
ト
書
き
の
中
に
、
「
階
段
」
の
景
を
望
む
と
あ
る
の
は
、
春
浦
君
の
聞
き
違
え
で
、
「
海
岸
」
即
ち
ヒ
ヨ
ル
ド
の
こ
と
だ
と
思
う
が
、
今
日
ま
で
何
度
全
集
が
出
て
も
、
そ
の
儘
訂
正
さ
れ
な
い
で
い
る
。
（
75頁
）
『
外
全
集
』
第
九
巻
（
昭
和
四
十
七
年
七
月
二
十
二
日
）
の
イ
ブ
セ
ン
原
作
「
幽
霊
」
の
当
該
箇
所
（
3頁
12行
目
）
は
い
ま
だ
「
階
段
」
の
ま
ま
で
あ
る
。
新
版
全
集
刊
行
の
お
り
に
は
訂
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
思
う
。
■
6
人
体
の
自
然
美

典
拠

「
美
人
画
報
」
第
二
巻
第
三
号
（
明
治
四
十
四
年
三
月
八
日
）
＊
署
名
「
森
外
」
。
6

7
頁
。
○
人
体
の
自
然
美
と
い
ふ
こ
と
に
就
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
特
に
考
へ
て
見
た
事
が
な
い
。
○
誰
や
ら
の
書
い
た
書
物
に
、
目
は
ど
う
、
口
は
ど
う
と
い
ふ
や
う
に
、
女
の
自
然
美
を
部
位
別
に
し
て
論
じ
た
の
を
見
た
こ
と
が
あ
つ
た
。
そ
れ
が
婦
人
を
前
に
置
い
て
の
談
話
体
に
書
い
て
あ
つ
て
、
人
を
	ま
せ
な
い
や
う
に
努
め
て
あ
つ
た
に
も
拘
ら
ず
、
二
三
枚
翻
し
て
見
て
厭
き
て
し
ま
つ
た
。
○
芸
者
と
い
ふ
名
は
世
界
の
辞
書
に
載
せ
ら
れ
る
や
う
に
な
つ
て
ゐ
て
、
殆
ど
日
本
美
人
と
い
ふ
意
味
に
使
は
れ
て
ゐ
る
。
頃
日
西
洋
か
ら
送
つ
て
来
た
本
の
間
に
、
独
逸
ハ
ン
ブ
ル
ヒ
の
東
洋
産
工
芸
品
の
目
録
が
挟
ん
で
あ
つ
た
。
其
中
に
女
の
子
の
形
に
し
た
玩
具
お
も
ち
やが
沢
山
あ
る
。
五
六
歳
か
ら
十
二
三
歳
ま
で
の
服
装
や
髪 か
み容 か
た
ちに
し
て
あ
る
そ
れ
が
皆
芸
者
と
し
て
目
録
に
載
せ
て
あ
る
。
其
方
が
通
用
し
易
い
か
ら
で
あ
ら
う
。
そ
ん
な
風
に
芸
者
は
世
界
に
名
高
く
な
つ
て
ゐ
る
女
の
タ
イ
プ
で
あ
る
が
、
そ
の
面
白
い
処
は
形
体
だ
け
で
あ
る
。
芸
者
と
い
ふ
も
の
の
精
神
は
、
昔
は
知
ら
ず
、
今
は
少
し
も
興
味
を
惹
か
な
い
。
随
つ
て
形
体
の
中
で
も
、
細
か
―８―
い
表
情
な
ん
ぞ
に
な
つ
て
は
、
少
し
も
興
味
を
惹
か
な
い
。
芸
者
と
の
対
話
と
い
ふ
こ
と
は
、
殆
ど
無
意
味
で
あ
る
と
思
ふ
。
勿
論
こ
れ
は
個
人
に
就
い
て
具
体
的
に
言
ふ
の
で
は
無
い
。
芸
者
だ
つ
て
人
間
だ
か
ら
、
中
に
は
人
間
ら
し
い
も
の
も
ゐ
る
か
も
知
れ
な
い
。
○
娼
妓
と
い
ふ
も
の
に
対
し
て
は
、
最
も
知
識
に
乏
し
い
。
併
し
開
港
場
か
い
こ
う
ぜ
うを
除
い
て
の
日
本
く
ら
ゐ
、
娼
妓
の
獣
化
し
て
ゐ
な
い
処
は
少
い
だ
ら
う
と
思
ふ
。
○
化
粧
と
い
ふ
も
の
は
、
人
間
の
趣
味
が
微
細
に
な
つ
て
来
る
に
従
つ
て
、
濃
よ
り
淡
に
趣
く
ら
し
い
。
所
謂
黒
人
を
除
い
て
は
、
日
本
は
趣
味
が
低
い
と
思
ふ
。
○
コ
ス
メ
チ
カ
は
科
学
に
で
も
な
つ
た
や
う
な
外
観
を
粧
つ
て
ゐ
る
が
其
内
容
は
極
て
貧
弱
な
も
の
だ
と
思
ふ
。
 注
記

掲
載
誌
「
美
人
画
報
」
は
、
明
治
四
十
三
年
四
月
一
日
創
刊
。
発
行
元
は
ト
ー
ア
社
（
東
京
市
京
橋
区
北
紺
屋
町
一
番
地
）、
発
行
人
は
十
時
権
次
郎
、
編
輯
人
は
仲
摩
久
吉
と
な
っ
て
い
る
。
創
刊
号
の
本
文
は
わ
ず
か
十
六
頁
だ
が
、
そ
の
前
に
グ
ラ
ビ
ア
が
二
十
頁
あ
り
、
新
橋
、
赤
坂
、
烏
森
、
よ
し
町
、
日
本
橋
、
下
谷
、
浅
草
、
神
楽
坂
、
富
士
見
町
、
地
方
で
は
名
古
屋
、
大
阪
、
水
戸
、
札
幌
の
芸
妓
、
総
勢
六
十
一
名
の
写
真
を
掲
げ
る
。
本
文
の
頁
数
は
以
後
し
だ
い
に
増
え
て
ゆ
く
が
、
八
月
一
日
発
行
の
第
五
号
「
消
夏
号
」
が
「
風
俗
壊
乱
」
の
た
め
発
行
後
に
発
売
禁
止
処
分
と
な
っ
た
（
「
東
京
朝
日
新
聞
」
八
月
四
日
付
五
面
ほ
か
）。
島
村
抱
月
「
美
人
の
美
と
俳
優
の
表
情
」
、
中
内
蝶
二
「
支
那
人
の
美
人
観
」
等
を
載
せ
た
本
号
の
何
が
発
禁
の
原
因
な
の
か
判
ら
な
い
。
翌
月
第
六
号
（
九
月
一
日
発
行
）
は
、
藤
島
武
二
「
西
洋
の
モ
デ
ル
と
美
人
」
、
武
内
桂
舟
「
私
は
力
士
よ
り
船
頭
が
好
き
で
す
」
ほ
か
を
載
せ
た
「
裸
体
号
」
だ
っ
た
が
、
こ
の
号
は
処
分
を
受
け
な
か
っ
た
。
そ
の
後
は
演
劇
関
係
の
記
事
の
増
加
が
目
立
ち
、
こ
れ
に
応
じ
て
グ
ラ
ビ
ア
に
市
内
各
座
の
歌
舞
伎
、
新
派
、
新
劇
の
舞
台
写
真
が
多
く
掲
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
典
拠
の
第
二
巻
第
三
号
は
、
巻
頭
言
「
帝
室
劇
場
の
建
設
を
願
ふ
」
に
続
き
、
外
の
文
、
寺
崎
廣
業
「
時
代
の
要
求
と
現
代
の
日
本
美
人
」
、
坪
井
正
五
郎
「
南
洋
海
中
花
と
輝
く
ポ
リ
ネ
シ
ヤ
美
人
」
、
佐
々
醒
雪
「
元
禄
時
代
の
女
と
明
治
の
女
」
、
徳
田
秋
聲
「
小
説
眼
に
映
し
た
る
時
代
の
美
人
」
、
赤
日
生
「
俗
謡
の
変
遷
と
将
来
の
流
行
唄
」
の
ほ
か
、
林
翠
浪
「
安
宅
の
関
の
型
」、
新
免
彌
継
（
有
楽
座
支
配
人
）「
不
入
蕎
麦
を
出
し
て
祝
ふ
た
新
時
代
劇
」、
関
根
黙
庵
「
俳
優
側
面
観
」
等
の
演
劇
記
事
が
充
実
し
て
い
る
。
翌
月
四
月
か
ら
本
誌
は
「
美
芸
画
報
」
（
発
行
所
美
芸
画
報
社
。
住
所
は
東
京
市
芝
区
愛
宕
下
町
一
丁
目
一
番
地
へ
移
転
）
と
改
題
（
巻
次
は
継
承
）
さ
れ
た
の
で
、
外
文
は
「
美
人
画
報
」
の
最
終
号
に
載
っ
た
こ
と
に
な
る
。
本
学
図
書
館
で
は
、
「
美
人
画
報
」
創
刊
号
か
ら
の
十
二
冊
、
「
美
芸
画
報
」
の
第
二
巻
第
六
号
（
明
治
四
十
四
年
六
月
一
日
）
ま
で
の
三
冊
、
計
十
五
冊
を
所
蔵
す
る
。
二
巻
六
号
は
、
田
村
と
し
子
の
「
小説
浮
気
」
を
巻
頭
に
、
諸
家
に
よ
る
「
高
田
実
論
」
以
下
、
岡
本
綺
堂
、
池
内
信
嘉
、
池
田
銀
次
郎
（
大
伍
）、
森
律
子
、
瀬
戸
閻
太
郎
、
杉
贋
阿
弥
ら
の
文
が
載
り
、
先
行
す
る
「
演
芸
画
報
」
（
明
治
四
十
年
一
月
一
日
創
刊
）
と
見
紛
う
ば
か
り
の
誌
面
に
変
じ
て
い
る
。
本
学
図
書
館
蔵
の
製
本
の
背
に
は
、
誌
名
の
下
に
「
明
治
四
十
四
年
第
二
巻
上
」
と
刻
字
さ
れ
て
い
る
の
で
、
七
月
以
降
も
続
刊
さ
れ
て
い
た
公
算
が
大
き
い
が
、
今
の
と
こ
ろ
本
学
以
外
の
所
蔵
先
を
確
認
で
き
ず
、「
美
芸
画
報
」
の
終
刊
は
不
明
で
あ
る
。
画
報
雑
誌
の
発
行
は
、
日
露
戦
争
開
戦
（
明
治
三
十
七
年
二
月
）
に
よ
っ
て
格
段
の
拡
が
り
を
み
せ
た
が
、
国
木
田
独
歩
の
近
事
画
報
社
か
ら
は
、
三
十
九
年
一
月
一
日
に
「
美
観
画
報
」
（
編
輯
担
当
坂
本
紅
蓮
洞
）
が
創
刊
さ
れ
た
。
広
告
に
は
「
出
で
た
り
、
出
で
た
り
、
絶
好
の
景
色
、
絶
好
の
美
人
、
絶
好
の
和
漢
珍
画
、
絶
好
の
花
木
、
絶
好
の
技
術
、
凡
天
下
の
事
、
美
に
関
す
る
者
は
一
切
此
の
画
報
に
網
羅
蒐
集
す
、
」
（
「
近
事
画
報
臨
時
増
刊
満
洲
軍
凱
旋
画
報
」
七
十
六
号
、
明
治
三
十
八
年
十
二
月
十
八
日
の
巻
末
広
告
）
云
々
と
謳
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
グ
ラ
ビ
ア
の
中
心
は
「
絶
好
の
景
色
」
よ
り
も
「
絶
好
の
美
人
」
で
あ
る
。
三
年
後
の
本
「
美
人
画
報
」
も
ま
た
―９―
同
断
で
あ
っ
た
。
な
お
、
新
聞
広
告
に
よ
る
と
、
明
治
四
十
五
年
四
月
に
も
同
誌
名
の
「
美
人
画
報
」
（
発
行
元
美
人
画
報
社
）
が
創
刊
さ
れ
て
い
る
（「
東
京
朝
日
新
聞
」
同
年
四
月
四
日
付
一
面
）
が
、
本
誌
と
は
異
な
る
雑
誌
で
あ
る
。
［
付
記
］
紹
介
に
あ
た
り
、
酒
井
敏
氏
、
須
田
喜
代
次
氏
の
御
教
示
を
忝
く
し
た
ほ
か
、
資
料
の
調
査
に
関
し
て
は
、
国
立
国
会
図
書
館
、
青
山
学
院
大
学
図
書
館
、
本
学
図
書
館
近
代
文
庫
の
お
世
話
に
な
っ
た
。
と
も
に
深
謝
申
し
上
げ
る
。
（
よ
し
だ
ま
さ
し
日
本
語
日
本
文
学
科
）
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